
　

改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

　

今
回
の
『
高
等
学
校
古
典　

漢
文
編
』
の
主

な
改
訂
方
針
は
、
大
き
く
三
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

全
体
を
、
導
入
部
分
か
ら
学
習
の
発
展
を
意
識

し
た
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
。
二
つ
目
は
、

古
典
の
定
番
の
ほ
か
に
で
き
る
だ
け
生
徒
の
関

心
興
味
を
引
く
教
材
を
採
録
し
よ
う
と
い
う
も

の
。
そ
し
て
、
三
つ
目
は
、
選
択
の
幅
を
考
慮

し
て
、
で
き
る
だ
け
、
読
ん
で
考
え
さ
せ
、
自

分
で
鑑
賞
す
る
能
力
を
涵
養
す
る
教
材
を
増
や

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

導
入
と
発
展
に
関
し
特
に
意
識
し
た
の
は
、

す
で
に
『
高
等
学
校　

国
語
総
合
』
を
学
ん
だ

生
徒
を
対
象
に
、
改
め
て
古
典
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
の
配
慮
と
、
二
年
間
に
わ
た
る
学
習

を
計
画
的
に
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
構
成

す
る
と
い
う
目
的
か
ら
で
あ
る
。
教
科
書
を
大

き
く
二
部
構
成
に
し
た
こ
と
は
、
そ
の
最
も
大

き
な
改
訂
で
あ
る
。

　

改
訂
前
の
教
科
書
と
比
較
す
る
と
、「
小
話
」

「
漢
詩
」「
文
章
」「
史
伝
」「
思
想
」「
小
説
」

と
い
っ
た
主
な
教
材
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
が
、

今
回
第
Ⅰ
部
の
「
小
話
」
を
全
体
の
導
入
に
位

置
づ
け
、そ
の
後
に
「
漢
詩
」「
文
章
」「
史
伝
」

「
思
想
」
と
続
け
た
。
第
Ⅱ
部
で
は
、
新
た
な

教
材
で
あ
る
「『
三
国
志
』の
世
界
」
を
導
入
的

な
教
材
に
置
き
、「
小
説
」
や
「
長
恨
歌
」「
日

本
の
漢
詩
文
」
を
配
し
た
。

　

新
た
な
教
材

　

『
三
国
志
』
を
新
た
に
教
材
化
し
た
の
も
、

コ
ミ
ッ
ク
や
ゲ
ー
ム
で
親
し
ん
で
い
る
人
物
や

歴
史
的
な
世
界
か
ら
漢
文
の
原
典
へ
興
味
や
関

心
を
持
ち
、
積
極
的
に
学
ぶ
動
機
と
な
る
よ
う

に
と
の
考
え
か
ら
で
あ
る
。

　

漢
詩
は
、
第
Ⅰ
部
に
近
体
詩
、
第
Ⅱ
部
に
古

体
詩
と
区
分
し
、
第
Ⅰ
部
で
は
、
唐
宋
の
詩
人

を
配
し
た
。
第
Ⅱ
部
で
は
、
主
に
唐
宋
以
前
の

詩
歌
を
採
録
し
た
が
、
李
白
と
杜
甫
の
古
体
詩

は
こ
ち
ら
に
移
し
、
新
た
に
漢
の
武
帝
の
「
秋

風
辞
」
を
加
え
た
。
こ
れ
は
、
従
前
「
古
詩
十

九
首
」
か
ら
二
首
採
録
し
た
の
を
一
つ
減
じ
、

中
国
詩
歌
の
源
流
の
一
つ
で
も
あ
る
楚
辞
系
の

詩
歌
を
見
て
お
こ
う
と
の
配
慮
か
ら
で
あ
る
。

　

「
思
想
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
儒
家
・
道
家
を

中
心
に
教
材
を
選
ん
で
き
た
が
、
今
回
の
改
訂

で
は
、
古
典
学
習
の
選
択
幅
や
時
間
数
の
拡
大

な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
第
Ⅰ
部
で
は
儒
家
と
道

家
を
配
し
、
第
Ⅱ
部
で
は
儒
家
と
諸
子
と
し
て

教
材
を
増
や
し
た
。
特
に
、
第
Ⅱ
部
の
諸
子
は

老
荘
以
外
の
代
表
的
な
思
想
家
で
あ
る
荀
子
・

墨
子
・
韓
非
子
・
列
子
の
主
張
を
取
り
上
げ
た
。

簡
潔
な
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
主
張
を
展
開

す
る
論
理
的
な
文
章
を
読
み
解
く
力
を
つ
け
る

の
が
目
的
で
あ
る
。

　

意
図
と
工
夫

　

古
典
分
野
の
編
集
委
員
は
、
い
ず
れ
も
が
同

じ
思
い
に
駆
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
ど
う
し

た
ら
手
に
と
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
か
、
あ
る

い
は
い
か
に
し
た
ら
教
材
に
親
し
ん
で
も
ら
え

る
か
、
に
腐
心
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
ま
ず
目
次
に
お
い
て
教
科
書

の
全
体
像
を
示
し
、
教
壇
に
立
つ
先
生
が
た
に

は
、
教
材
の
単
元
ご
と
の
流
れ
と
時
間
配
分
が

国語総合からのつながり
　　　　と学習の発展
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お
の
ず
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
。
ま
た

生
徒
に
は
、『
三
国
志
』
の
よ
う
な
、
一
つ
一

つ
の
作
品
に
関
心
を
持
ち
、
興
味
を
持
っ
て
触

れ
て
も
ら
え
る
よ
う
新
た
な
教
材
を
採
用
し
た
。

漢
詩
に
は
、
で
き
る
だ
け
詩
の
世
界
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
よ
う
な
写
真
・
挿
図
を
増
や
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
理
解
と
結
び
つ

き
な
が
ら
、
さ
ら
に
中
国
文
化
と
わ
が
国
と
の

文
化
的
な
交
流
や
受
容
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
大

幅
に
増
や
し
、
教
科
書
理
解
の
手
助
け
と
な
る

よ
う
に
工
夫
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
配
慮
と
工
夫
を
通
し
て
日
常
の

学
習
に
興
味
を
持
ち
、
体
系
的
な
古
典
理
解
と

総
合
的
な
国
語
力
養
成
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
意

図
し
た
。
教
材
の
量
と
し
て
は
、
改
訂
前
の
一

割
五
分
程
度
の
増
加
と
な
っ
た
。

高
等
学
校
古
典̶

漢
文
編

第
Ⅰ
部

一　

小
話　
　

季
札
剣
を
挂
く
（
蒙
求
）

　
　
　
　
　
　

管
鮑
の
交
は
り
（
十
八
史
略
）

　
　
　
　
　
　

食
指
動
く
（
春
秋
左
氏
伝
）

　
　
　
　
　
　

饅
頭
を
畏
る
（
笑
府
）

二　

漢
詩　
　

鹿
柴
（
王
維
）

　

〔
近
体
詩
〕
江
雪
（
柳
宗
元
）

　
　
　
　
　
　

早
発
白
帝
城
（
李
白
）

　
　
　
　
　
　

従
軍
行
（
王
昌
齢
）

　
　
　
　
　
　

楓
橋
夜
泊
（
張
継
）

　
　
　
　
　
　

春
夜
（
蘇
軾
）

　
　
　
　
　
　

過
香
積
寺
（
王
維
）

　
　
　
　
　
　

登
高
（
杜
甫
）

　
　
　
　
　
　

左
遷
至
藍
関
示
姪
孫
湘
（
韓
愈
）

　
　
　
　
　
　

八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、

　
　
　
　
　
　
　

対
月
憶
元
九
（
白
居
易
）

　
　
　
　
　
　

遊
山
西
村
（
陸
游
）

三　

文
章　
　

桃
花
源
記
（
陶
潜
）

　
　
　
　
　
　

漁
父
辞
（
屈
原
）

　
　
　
　
　
　
　

○
漁
師
と
隠
者

　
　
　
　
　
　

春
夜
宴
桃
李
園
序
（
李
白
）

四　

史
伝　
　

〈
「
史
記
」
の
世
界〉

（
司
馬
遷
）

　
　
　
　
　
　

鴻
門
之
会

　
　
　
　
　
　

四
面
楚
歌

　
　
　
　
　
　

烏
江
亭

　
　
　
　
　
　
　

〔
参
考
〕
題
烏
江
亭
（
杜
牧
）

五　

思
想　
　

〈

儒
家
・
道
家
の
思
想〉

　
　
　
　
　
　

論
語　
　

孟
子

　
　
　
　
　
　

老
子　
　

荘
子

　
　
　
　
　
　
　

○
儒
家
思
想
と
教
育

第
Ⅱ
部

一　

史
伝　
　

〈

「
三
国
志
」
の
世
界〉

　
　
　
　
　
　

乱
世
の
姦
雄
（
十
八
史
略
）

　
　
　
　
　
　

左
右
敢
へ
て
近
づ
く
者
莫
し（
世
説
新
語
）

　
　
　
　
　
　

髀
肉
皆
消
ゆ
（
十
八
史
略
）

　
　
　
　
　
　

此
の
人
就
き
て
見
る
べ
し
（
三
国
志
）

　
　
　
　
　
　

当
に
刮
目
し
て
相
待
つべ
し（
十
八
史
略
）

　
　
　
　
　
　

進
ん
で
赤
壁
に
遇
ふ
（
十
八
史
略
）

二　

漢
詩　
　

桃
夭
（
詩
経
）

　

〔
古
体
詩
〕
陟
岾
（
詩
経
）

　
　
　
　
　
　

上
邪

　
　
　
　
　
　

勅
勒
歌

　
　
　
　
　
　

生
年
不
満
百

　
　
　
　
　
　

秋
風
辞
（
漢
武
帝
）

　
　
　
　
　
　

飲
酒
（
陶
潜
）

　
　
　
　
　
　

把
酒
問
月
（
李
白
）

　
　
　
　
　
　

兵
庫
行
（
杜
甫
）

三　

小
説　
　

人
面
桃
花
（
孟

）

　
　
　
　
　
　

杜
子
春
伝
（
李
復
言
）

四　

文
章　
　

赤
壁
賦
（
蘇
軾
）

　
　
　
　
　
　

捕
蛇
者
説
（
柳
宗
元
）

◎
日
本
の
漢
詩
文

　
　
　
　
　
　

◆
近
世　

菅
茶
山　
　

頼
山
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
瀬
淡
窓

　
　
　
　
　
　

◆
近
代　

正
岡
子
規　
　

夏
目
漱
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
鷗
外

　
　
　
　
　
　
　

○
日
本
の
漢
詩
文

五　

漢
詩　
　

長
恨
歌
（
白
居
易
）

　
　
　
　
　
　
　

○
『
白
氏
文
集
』
の
受
容

六　

思
想　
　

〈

儒
家
・
諸
子
の
思
想〉

　
　
　
　
　
　

論
語　
　

孟
子

　
　
　
　
　
　

荘
子　
　

荀
子

　
　
　
　
　
　

墨
子　
　

韓
非
子

　
　
　
　
　
　

列
子

あ
か
い　

ま
す
ひ
さ　

國
學
院
大
學
教
授
。
博
士

（
文
学
）。
専
門
は
、
特
に
中
国
中
世
文
学
、
中
国

古
典
語
法
。

〈

古
典―

漢
文
編〉

国
語
総
合
か
ら
の
つ
な
が
り
と
学
習
の
発
展


